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第５部 今後の展開 
関係者との連携を深め、自然再生を着実に実現するため自然再生協議会を組織します。 
 

１ 石西礁湖自然再生協議会（仮称）の設置 
石西礁湖の自然再生は、環境省だけでなく関係する行政機関、地域住民、地域で活動を

行っている団体、サンゴ礁生態系に関し専門的知識を有する者が共通の認識の下に、互い

の連携、協力を密にして行動することが必要です。このため、自然再生推進法に基づき、

関係する各主体が参加する自然再生協議会（仮称。以下「協議会」という。）を組織しま

す。 
 協議会は、自然再生事業を実施しようとする者、自然再生事業またはこれに関連する活

動に参加しようとする者（地域住民、NPO等、自然環境に関し専門的知識を有する者、土

地所有者等）、関係行政機関及び地方公共団体で構成することとし、実施者である環境省

及び関係行政機関の呼びかけにより、協議会員を公募します。 
協議会では、自然再生全体構想の作成、自然再生事業実施計画の案に関する協議、自然

再生事業の実施に係る連絡調整を行います。自然再生全体構想では自然再生の対象となる

区域、自然再生の目的、協議会参加者の役割分担等を定めます。自然再生事業実施計画で

は、事業の対象となる区域及びその内容、周辺地域の自然環境との関係、自然環境保全上

の意義及び効果、事業の実施に関し必要な事項等を定めます。  
   
２ 各事業主体との連携 

本マスタープランは、環境省が行った自然再生推進計画調査の結果をとりまとめ、今後

環境省が行う自然再生事業が関係行政機関の施策と連携したものとなるよう、関係行政機

関の協力を得てとりまとめたものです。今後も、関係行政機関の赤土等流出防止総合対策

計画や農林水産業振興計画など各種計画、構成員により実施される自然再生事業の計画と

連携するとともに、本マスタープランで不十分とされる事項についてはさらなる関係行政

機関の参画を得て、総合的な自然再生を推進します。 
協議会で作成する自然再生全体構想は本マスタープランを素案にしながら、関係行政機

関の各種計画、構成員が実施する自然再生事業について連携して作成します。 
自然再生事業実施計画は実施主体ごと作成されますが、協議会において案の協議を行い、

各主体で協力して進める分野や、各主体では対応できない分野について議論を深め、協力

して実施する事業、新たな事業の実現に向け検討を進めます。 
３ 実施施策の評価 

石西礁湖の自然再生を着実に推進するため、実施する各施策について、その結果を評価

することが必要です。このため、施策毎に可能な限り具体的な数値目標とそれを評価する

手法及び指標を自然再生協議会において検討を行い、関係者が目標を共有しながら、協力

して目標達成に努めていきます。 
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